
平成25年度　第３次札幌新まちづくり計画施策進行調書 様　式　ア

施策2 日常の身近な暮らしの安心の確保

注：事業費下線部は、前年繰り越し分を含めた額
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重 点 課 題

2

3

計 画
事 業 費

施策
番号

安心のある暮らしの確保に向けた環境の充実

　厳しい雇用状況が続く中にあって、安心して働ける環境づくりを進めるため、5万人の雇用創出に
取り組むとともに、就職に有利な資格取得の支援や若者に着目した就業支援の取り組みを推進します。
また、日常の暮らしの安心を確保するため、地域の防火防犯に取り組むまちづくり活動を支援すると
ともに、冬の市民生活ルールの確立や除排雪体制の維持・安定化に取り組みます。

施　策　の　基　本　方　針

安心して暮らせるぬくもりの街

計　　画　　事　　業　　費　　の　　執　　行　　状　　況
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就業サポートセンター等事業

施策1 就労支援と安心して働ける環境づくりの推進
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4,000

学校給食における衛生管理の充実・向上【再掲】

9,000

53,776

3,982,000 1,356,286地下鉄南北線可動式ホーム柵設置事業

救急安心都市さっぽろ推進事業

地域と創る冬みち事業

冬のみちづくりプラン推進事業

0 0

―
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162,405 98.4

75.0
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168,688 70.6

4,1343,750

76.99,679
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0 0 

企業向け若年層雇用安定助成事業

若年層就業促進事業

職業観育成事業

母子家庭自立支援給付金事業

職業能力開発サポート事業

地域雇用創造推進事業

除排雪体制の維持・安定化

住民との協働による安心できる冬のくらし対策

就労ボランティア体験事業

公契約条例の制定

犯罪のない安全で安心なまちづくり推進事業

消費者被害防止ネットワーク事業

女性の安心サポート事業

安全・安心な食のまち・さっぽろ推進事業

施策3 除排雪体制の確保と冬の市民生活ルールの確立
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19

政 策 目 標 2 安心して暮らせるぬくもりの街

重 点 課 題 3 安心のある暮らしの確保に向けた環境の充実

達　　成　　目　　標　　の　　状　　況

事業名 22 年 度 末
( 現 状 値 )

23 年 度 末
( 実 績 値 )

24 年 度 末
( 実 績 値 )

25 年 度 末
( 実 績 値 )

26 年 度 末
( 実 績 値 )

26 年 度 末
( 目 標 値 )　達成目標

施策1 就労支援と安心して働ける環境づくりの推進

就業サポートセンター等事業

職業相談窓口における就職者数 3,580人 4,349人 5,493人 5,200人

就職率（研修のみ）

企業向け若年層雇用安定助成事業

助成金利用による正規雇用者数（累計） ― 25人 98人 800人

職業観育成事業

50%

若年層就業促進事業

参加者数 1,304人 1,601人 1,732人 1,420人

― 10クラス 12クラス

41.6% 55.5% 54.1%

18クラス

母子家庭自立支援給付金事業

資格取得者数（累計） ― 7人 10人 66人

疑似体験プログラムを実施したクラス数

職業能力開発サポート事業

雇用者数 ― 128人 201人 192人

地域雇用創造推進事業

事業利用者数 ― 3,424人 3,844人
2,450人
(25年度)

雇用創出数

8人 36人 124人 400人

継続審査 継続審査
制定

(23年度)

425人
(25年度)

就労ボランティア体験事業

654人 808人―

公契約条例の制定

公契約条例の制定 ―

職業相談窓口利用者数 122,750人 143,018人

241団体・社

施策2

― 226団体・社

163,839人

日常の身近な暮らしの安心の確保

犯罪のない安全で安心なまちづくり推進事業

170,000人

就労ボランティア体験事業参加者数

100団体・社

消費者被害防止ネットワーク事業
障がいのある人向けの消費者被害防止ネットワーク
事業の実施区数

― 3区 5区
10区

(25年度)

地域防犯活動の枠組みに参加した事業者数

女性の安心サポート事業

札幌市配偶者暴力相談センター相談件数 1,204件 1,249件 1,464件 1,000件

安全・安心な食のまち・さっぽろ推進事業

（仮称）食の安全・安心推進条例の制定 ― ― 制定
制定

(24年度)
学校給食における衛生管理の充実・向上【再掲】

汚染区域と非汚染区域を明確に区分している学校 16校 20校 46校 98校

地下鉄南北線可動式ホーム柵設置事業

南北線全駅への可動式ホーム柵設置 ― 設置準備
16駅設置

完了
16駅

(24年度)
救急安心都市さっぽろ推進事業

救急搬送中における心肺機能停止傷病者 116症例 122症例 124症例 58症例

注：番号は、重点課題ごとの通し番号
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20

21

22

23

24

25

市民意識・行動指標

政 策 目 標 2 安心して暮らせるぬくもりの街

重 点 課 題

24 年 度 末
( 実 績 値 )

25 年 度 末
( 実 績 値 )

26 年 度 末
( 実 績 値 )

3 安心のある暮らしの確保に向けた環境の充実

( 目 標 値 )

30%

事業に参画した町内会数

31 食の安全に関心があり、注意を払っている人の割合

　達成目標
( 現 状 値 )

23 年 度 末
( 実 績 値 )

施策3 除排雪体制の確保と冬の市民生活ルールの確立

地域と創る冬みち事業

地域の雪置き場としての公園などの有効利用、その
後の雪割り・清掃などに協力したことがある人の割合

33
よくやっていると思う施策（市政に対する評価）のうち
除雪に関すること

838町内会
(45％)

1,269町内会
（68％）

18団体

さ っ ぽ ろ “えがお” 指 標 の 動 向

さっぽろ“えがお”指標
　実績値の推移に係る検証

地域防犯活動に参加している人の割合

札幌市が「犯罪のない安全に安心して暮らせるま
ち」だと思う人の割合

34 雇用創出数（累計）

32

30

13.1%

35

10区
（23年度）

生活道路を有す
る全町内会

冬のみちづくりプラン推進事業

札幌市雪対策のホームページを見たことがある市民
の割合

14.7% ―

565町内会
(30％)

40団体

除排雪体制の維持・安定化

夏冬一体化による通年委託の試行実施 5区 10区 10区

22 年 度 末
( 現 状 値 )

23 年 度 末
( 実 績 値 )

24 年 度 末
( 実 績 値 )

25 年 度 末
( 実 績 値 )

26 年 度 末
( 実 績 値 )

26 年 度 末
( 目 標 値 )

80％
（26年度）

51.4％
（21年度）

44.4%
（23年度）

50.5%
（24年度）

防犯教室の開催等の取り組みを進めてきたところだが、調査時期と近い時期に、放火や車上
狙い等の事件が頻発したことが、数値の低下に影響したと考えられる。

60％
（26年度）

13,976人
（23年度）

30,045人
（24年度）

25％
（26年度）

20％
（26年度）

目標に向けて順調に推移しており、今後も引き続き、計画事業等を着実に実施していくことに
より、目標値の達成を目指していく。

16.2％
（23年度）

80.5％
（23年度）

83.3％
（24年度)

40％
（26年度）

―
(22年度)

20.5％
（24年度）

100％
（26年度）

雪対策について市民懇談会を実施する等の取組(地域と創る冬みち事業)などにより、除雪方
法等について情報共有を進めた町内会数が順調に増加していると考えられる。

50,000人
（26年度）

21.3％
（22年度）

社会成果指標

市民参加型事業(さっぽろ食の安全・安心モニター等)の継続展開などが、市民意識の変化に
寄与していると考えられる。

地域において、住民や民間企業等による情報共有や連携が図られてきており、市民が地域
防犯活動に触れる機会が増えてきたことで、数値上昇をもたらしたと考えられる。

20.4％
（22年度）

21.7%
（23年度）

22.8%
（24年度）

14.5％
（21年度）

36.6％
（23年度）

注：番号は、重点課題ごとの通し番号

68.5％
（21年度）

34.1％
（24年度）

30％
（22年度）

45.4%
（23年度）

67.6％
（24年度）

14団体

地域に対し、雪対策の現状や取組等周知・啓発を継続的に行ってきたことが、数値の上昇に
寄与したものと考えられる。

引き続き、市民に対して、除雪の状況等を速やかに伝えられるよう、情報発信を充実していく
必要がある。

除雪方法等を周知し理解と協力を促すために情報
共有を進めた町内会の割合

住民との協働による安心できる冬のくらし対策

砂入りペットボトル作成参加団体数

注：番号は、さっぽろ“えがお”指標の通し番号

36

―

「冬の暮らしガイド」を読んだことがある市民の割合 49.6% ― 65.0% 60%

達　　成　　目　　標　　の　　状　　況

事業名

310町内会
(24年度)

ＦＡＸなどにより情報伝達を行う単位町内会数 ― 222町内会 181町内会
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施策１ 就労支援と安心して働ける環境づくりの推進

施策２ 日常の身近な暮らしの安心の確保

24年度に策定した安全・安心な食のまち推進条例に基づき、
市民・事業者との連携・協働型事業を継続して実施。

施策への貢献及び成果指標さっぽろ“えがお指標”の状況からみた事業の評価と反省

ハローワークとの連携により、南区職業相談コーナーをあい
ワーク(求職者支援センター)に移行。

事　業　実　績　、　評　価　と　反　省　、　今　後　の　取　り　組　み　等

若年層を雇用する事業者への助成金支給（98人分）。

「Ｓｋｉｐさっぽろ」での資格取得を通じた就労支援等を実施し、
201名が就職。

長期未就労の生活保護受給者に対する就業体験的ボラン
ティアの実施規模の拡大(Ｈ24：3区124人→Ｈ25：7区280人)。

24年度の主な取組内容（実績）

ハローワークとの連携により、中央区・東区の職業相談コー
ナーをあいワーク(求職者支援センター)に移行し、市内全区
で職業紹介が可能な体制を構築。

職業観を育成するために、社会構造の理解促進を促進する疑
似体験ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを新規モデル校1校を加えた4校で実施。

25年度の主な取組内容（予定）

職業観を育成するために、社会構造の理解促進を促進する疑
似体験ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑをモデル校3校で実施。

地域防犯活動に参加する事業者「地域安全サポーターズ」の
積極的なＰＲや活動支援を実施。

地下鉄南北線の全駅に可動式ホーム柵を設置。食の安全・安心を推進するための条例を策定。

【若年層就業促進事業】求職者に対し幅広く周知を行い、受講者の確保に力を入れるとともに合同企業説明会の参加企業数
も増やし、若年層の就職の機会を広げることで、「雇用創出数」の向上を目指していく。
【職業観育成事業】新規実施校を開拓し、多くの高校生が勤労観や職業観を涵養できるような環境づくりを進めることで、新卒
後の安定的な就業につなげていきたい。

「Ｓｋｉｐさっぽろ」での資格取得を通じた就労支援等を継続実
施。

施策への貢献及び成果指標さっぽろ“えがお指標”の達成に向けた今後の事業の取り組み

長期未就労の生活保護受給者に対する就業体験的ボラン
ティアを3区で実施し、124人が参加。

地域防犯活動に参加する事業者「地域安全サポーターズ」の
積極的なＰＲや活動支援を継続して実施。

障がいのある方向けの消費者被害防止ネットワーク事業を全
区で実施。

施策への貢献及び成果指標さっぽろ“えがお指標”の状況からみた事業の評価と反省

【犯罪のない安全で安心なまちづくり推進事業】地域において、住民や企業等による情報共有や連携を図る動きが着実に進
み、地域で防犯活動に参加する機会も増えていると考えられる。
【地下鉄南北線可動式ホーム柵設置事業】全駅にホーム柵を設置したことで、ホームへの転落や電車との接触事故を防止す
ることができ、安全安心なまちづくりに貢献している。

【消費者被害防止ネットワーク事業】消費者被害防止ネットワーク事業の全区での実施にあたり、関係機関等と連携・情報共有
しながら取組を進めていく。
【安全・安心な食のまち・さっぽろ推進事業】安全・安心な食のまち推進条例の理念や施策の周知を進め、市民・事業者と連
携・協働した取組を強化することで、市民の食の安全・安心に対する関心の向上を目指す。

施策への貢献及び成果指標さっぽろ“えがお指標”の達成に向けた今後の事業の取り組み

【企業向け若年層雇用安定助成事業】24年度は98人の雇用創出につながった。また、本制度の申請には至らなかった事業主
に対しヒアリングを行った結果をもとに、申請事務の簡素化等についても今後検討していく。
【職業能力開発サポート事業】24年度の就職者は201人で、そのうち91％が正社員又は社会保険・労働保険の加入を伴うフル
タイムで就職していることから、市民が安心して働ける環境づくりに貢献している。

若年層を雇用する事業者への助成金支給（200人分）。

政 策 目 標 2 安心して暮らせるぬくもりの街

重 点 課 題 3 安心のある暮らしの確保に向けた環境の充実

25年度の主な取組内容（予定）

24年度の主な取組内容（実績）

障がいのある方向けの消費者被害防止ネットワーク事業を5区
で実施。
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施策3 除排雪体制の確保と冬の市民生活ルールの確立

【犯罪のない安全で安心なまちづくり推進事業】地域安全サポーターズ登録事業者と連携して、市民向けの防犯講話を実施。

安心のある暮らしの確保に向けた環境の充実

【就業サポートセンター等事業】就業サポートセンターに求人を提出している企業を中心に、合同企業説明会参加の案内を行
い、採用活動の支援を実施。

事　業　実　績　、　評　価　と　反　省　、　今　後　の　取　り　組　み　等

政 策 目 標 2 安心して暮らせるぬくもりの街

重 点 課 題 3

除排雪従業者の通年雇用促進のため、夏冬通年委託を10区
で継続して実施。

地域の実情に応じた除雪等について話し合う市民懇談会を開
催したほか、雪対策に係る情報発信のため出前講座等を実
施。

除排雪従業者の通年雇用促進のため、夏冬通年委託を10区
で実施。

25年度の主な取組内容（予定）

広報誌の作成等により、雪対策の現状や取り組みの周知・啓
発を実施。

【地域と創る冬みち事業】市民参加による懇談会を開催するとともに、地域の課題解決に向けて、雪置き場としての公園の有
効活用や砂まき活動等を地域と協働で進めたことが、地域における除雪方法等の情報共有につながっている。

地域の実情に応じた除雪等について話し合う市民懇談会や
雪対策に係る情報発信のため出前講座等を継続して実施。

広報誌の作成等により、雪対策の現状や取り組みの周知・啓
発を継続して実施。

施策への貢献及び成果指標さっぽろ“えがお指標”の達成に向けた今後の事業の取り組み

【冬のみちづくりプラン推進事業】比較的雪の多い地域を中心とした地域と創る冬みち事業などの地域説明会を開催するとと
もに、除排雪の状況や今後の見通しを速やかに伝えるなど情報発信を充実していく。
【除排雪体制の維持・安定化】夏冬通年委託の実施結果を検証し、複数年契約の検討など除雪体制のさらなる安定に向けた
取組を進めていく。

24年度の主な取組内容（実績）

施策への貢献及び成果指標さっぽろ“えがお指標”の状況からみた事業の評価と反省

協　働　の　状　況

【安全・安心な食のまち・さっぽろ推進事業】市民と事業者との交流を図り相互理解を促進するために、市民交流事業や子ども食品G
メン体験事業等を実施。

【冬のみちづくりプラン推進事業】雪対策室の広報戦略である「札幌ゆきだるマンプロジェクト」を広く周知するため、企業の協
力を得てポスターやステッカーの掲示などを実施。
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